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図書館日誌
（2015 年 9 月より 2016 年 2 月まで）
2015 年
9.16 学生協働ワークショップ in 東京 2015 に参加
9.29 図書館学習支援連携委員会 （第 17 回）
10.5 Library Week を開催 （10/9 まで）
10.5 図書館企画展 「アルドの遺伝子」 （11/19 まで）
10.18 ホームカミングデーにつき図書館を開放
10.19 電子媒体検討委員会 （第 3 回）
11.18 図書館協議員会 （第 2 回）
12.4  図書館企画展 「和歌と神道―上野理旧蔵資料か
ら―」 （12/22 まで）
12.9 ビブリオバトルを開催
12.18 図書館協議員会 （第 3 回メール示達）
12.23 冬季休業期間につき開館時間短縮 （1/5 まで）
2016 年
1.28 電子媒体検討委員会 （第 4 回）
2.2 図書館学習支援連携委員会 （第 18 回）
2.9 図書館協議員会 （第 4 回）
図 書 館 だ よ り
～ Pulsus～
　2015年度で定年退職となるが、在職中の図
書館長の仕事は良い想い出である。
　図書館長としては開かれた図書館の実現のた
めに努力した。当時の職員の方々の協力を得て、
図書行政懇談会を開催し、困難といわれていた
利用規則の統一を図り、学生証・教職員証で学
内の何処の図書館・図書室・読書室も利用でき
るようにした。現在では ILLにより学外の図
書館にも開放が進んでいることは嬉しいことで
ある。
　もっとも最近の図書館の開放では、デジタル
アーカイブの展開が著しく、私の研究分野でも、
図書館にいくまでもなく、PCからドイツ・バ
イエルン国立図書館、マックス・プランク欧州
法制史研究所、グーグル・ブックスなどにアク
セスして、直接に法律古書の必要箇所を読むこ
とができる。研究生活を始めた頃と比較して隔
世の感がするとともに、本学図書館でもデジタ
ルアーカイブによる貴重書のさらなる開放に努
力されるよう、切望する次第である。
浦川　道太郎：法学学術院　教授
（元図書館館長）
大学の心臓、図書館。
　Pulsusはその鼓動（Pulsus）をお伝えします。
図書館企画展
「風雲の志―幕末維新を生きた志士たちの言葉」
会期：2016年 3月 24日（木）～ 4月 27日（水）
 10：00～ 18：00　　※日曜日閉室
会場：早稲田大学総合学術情報センター 2階展示室
主催：早稲田大学図書館
＜出陳資料＞
 西郷隆盛書（チ 03 03535 150）
 勝海舟和歌懐紙 （文書 27 Q0021）
 金海竒観（文庫 08 A0230）　ほか
早稲田大学図書館報　　　　ふみくら No.89　　　2016年 3月 31日発行　2,700部
発　　行　　人／深澤良彰
編　　　　　集／本間知佐子・ティムソン ジョウナス・竹澤紀子・井上さやか
発　　　　　行／早稲田大学図書館　〒 169-8050　東京都新宿区西早稲田 1-6-1　電話 03-5286-1652
ISSN 0289-8926
